
さ
る
８
月
16
日
に
再
開
発
準
備
組
合
が
発
足
し
、

い
よ
い
よ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

鷺
沼
駅
を
中
心
と
し
た
、
高
齢
者
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
必
要
な
「
公
共
的
機
能
」

の
検
討
が
当
面
の
焦
点
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
検
討
に

あ
た
っ
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。 

 

◎
ど
の
よ
う
な
「
公
共
的
な
機
能
」
が
必
要
か
？ 

「
区
役
所
全
部
」
と
「
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
相
談

窓
口
」「
図
書
館
機
能
」
の
要
望
が
多
く
、「
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
」
が
次
い
で
い
ま
す
。 

川
崎
市
は
政
令
指
定
都
市
な
の
で
、「
保
健
所
」

機
能
は
区
役
所
と
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
相
談
窓
口
」
を
は

じ
め
「
地
域
み
ま
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
子
育
て

相
談
窓
口
」「
乳
幼
児
の
検
診
機
能
」
な
ど
は
「
区

役
所
機
能
」
と
不
可
分
の
関
係
と
も
言
え
ま
す
。 

現
在
の
区
役
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
か
ら

「
区
役
所
か
ら
の
住
所
地
の
遠
近
を
問
わ
ず
、
バ

ス
等
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
鷺
沼

駅
周
辺
に
集
約
さ
れ
た
公
共
機
能
を
希
望
す
る
」

と
の
傾
向
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

◎
ど
こ
に
行
き
た
い
で
す
か
？ 

圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
新
百
合
ヶ
丘
駅
を
は
じ
め

と
す
る
「
小
田
急
線
接
続
」
の
ご
希
望
。
従
来
か
ら

ご
要
望
が
多
か
っ
た
「
聖
マ
リ
医
大
病
院
」
そ
れ
か

ら
「
羽
田
空
港
」
で
す
。 

 「
区
内
循
環
」
と
し
て
ま
と
め
た
の
は
、
既
存
の

バ
ス
路
線
と
は
異
な
る
ル
ー
ト
の
提
案
な
ど
を
、
類

別
し
ま
し
た
。「
新
横
浜
駅
」
の
要
望
も
多
く
、
こ
れ

は
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
と
の
接
続
」
と
の
関
連
も
深
い

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
そ
の
他
」
は
、
区
外
と
の
接
続
の
ご
要
望
を
類

別
し
ま
し
た
。
田
園
都
市
線
が
不
通
の
お
り
の
都
心

か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
路
線
、
成
田
空
港
、
さ
ら
に

意
外
に
も
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
と
二
子
玉
川
駅
の
接

続
を
望
む
子
育
て
世
代
の
声
が
複
数
あ
り
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
課
題
で
あ
る
「
コ
ミ
バ
ス
」
の
検
討
を

望
む
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
鷺
沼
駅
周
辺
再
整
備
事
業
が
始
動 

 
 

～
公
共
的
な
機
能
」
の
具
体
化
が
焦
点
に
～ 
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